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資格者証の更新について 
雷ニュース No.22「第 10 回総会報告」の 4 号議案にてお伝えしました通り，従来の資格者証

名「雷保護システム技能士」に使用しています「技能士」という単語は厚生労働省が所掌する

法律「職業能力開発促進法第 50 条第 4 項の規定に基づき厚労省が実施する技能検定に合格した

者に付与する各種資格にのみ使用する資格者名であり，厚労省以外の者が資格者証として使用

した場合には 30 万円以下の罰金刑に処される」ことが判明したためでした。 
それまで，当 NPO 発足以降 757 名の皆さんに「雷保護システム技能士」証を発行しておりま

したので，その全員の方に新たに取り決め厚労省担当官の了解も得ました新資格者証「雷保護シ

ステム技能者」証を作成し送付させていただきました。しかしながら現時点でそのうち 39 名の

方につきましては住所不明のまま現在に至っております。 
住所不明の皆さんの氏名を講習会に受講いただいた会場別に再度掲載いたしますので，ご存知

の方がおられましたら直接当人にこのことをお伝えいただきますか，直接皆さんより事務局宛て

にご連絡いただきますようよろしくお願いいたします。 
 
新資格者証交付未済の皆さん 

受講地別 当該者名 （敬称略） 
北海道 宮本 通（ミヤモト トオル）/中西 茂光（ナカニシ シゲミツ）/今田 勝雄(イマダ カ

ツオ)/田所 剛（タドコロ タケシ） 

宮城県 大櫻 裕一（オオザクラ ユウイチ）/片岡 義一（カタオカ ヨシカズ）/古澤 幸一（フ

ルサワ コウイチ） 

埼玉県 秋葉 秀行（アキバ ヒデユキ）/大里 和弘（オオサト カズヒロ）/大里 純一（オオ

サト ジュンイチ）/石塚 正男（イシヅカ マサオ）/齋藤 陽（サイトウ ヨウ）/恩田 

博（オンダ ヒロシ）/恩田 正則（オンダ マサノリ）/恩田 理（オンダ サトル）/

呑澤 功（ノミサワ イサオ）/越川 喜代司（コシカワ キヨシ） 

東京都 田島 克規（タジマ カツノリ） 

神奈川県 吉川 浩司（ヨシカワ コウジ）/小川 論侑（オガワ ノリユキ）/高橋 純 

（タカハシ ジュン）/高田 賢二郎（タカダ ケンジロウ）/東 保夫（ヒガシ ヤスオ）

/岩井 浩一（イワイ コウイチ）/丸永 和男（マルナガ カズオ）/江田 和紀（エダ カ

ズノリ） 

京都府 林 雅和（ハヤシ マサカズ）/福山 絢子（フクヤマ アヤコ）/八田 弘樹（ハッタ ヒ

ロキ）/生駒 萌海（イコマ モエミ）/山田 有美（ヤマダ ユミ）/池 慎二郎（イケ シ

ンジロウ）/太田 慶造（オオタ ケイゾウ）/青山 博（アオヤマ ヒロシ）/福井 貴浩

（フクイ タカヒロ）/松土 幸太郎（マツド コウタロウ）/澤井 俊成（サワイ トシ

ノリ） 

大阪府 柾木 芳明(マサキ ヨシアキ)/田村 浩伸（タムラ ヒロノブ）/森本 孝一（モリモト 

コウイチ） 
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皆様へのお願い事項 
 

関係各位 
特定非営利活動法人雷保護システム普及協会 

理事長 横田 満人 
 

「認定 NPO 法人への道を開く寄付金」のお願い 
 
特定非営利活動法人雷保護システム普及協会（以下「NPO」という）は，「雷に安全で安心な

IT 社会の実現」を目標に，平成 15 年 11 月設立しました。この間の NPO の活動資金は，賛助

会員各位からの支援金，正会員各位の年会費，全国各地で実施した「総合的雷保護システム技術

講習会」の受講料収入により実施いたして参りましたが，各会員の確保が当初の目標通りに伸び

ないこと等から，資格者各位への業務支援や新技術の情報伝達サービス活動等に必要な活動資金

の更なる確保の方策を検討中のところ，平成 22 年 6 月「新寄付税制」がスタートし，これを受

けて平成 24 年「改正 NPO 法」が施行されました。この結果，我々認定 NPO 法人を取り巻く

活動資金調達環境が下記のように「寄付を集めやすい環境」に一変しました。 
1）認定 NPO に認定される最大の難関であった条件の「パブリック・サポート・テスト（PST）」
の項に「3,000 円以上の寄付金を 100 人以上の方から集めていれば要件クリア」が導入された

こと。2）「税額控除制度」の導入で，寄付金額の最大で約 50％が，減税という形で寄付者に還

ってくる「税額控除制度」が導入されたこと。3）「仮認定制度のスタートで PST 基準に満たな

くても，3 年間だけ仮認定制度」がスタートしたこと。4）本来なら「設立 5 年以上を経過した

法人は仮認定不可」のところが「2015 年 3 月迄は全ての NPO 法人に仮認定申請を認める」等々

の特例が追加されたことでした。 
これを受けて当 NPO では広く活動資金を確保し，認定 NPO 資格獲得を第 1 ステップとし，

第 2 ステップではこの資格を関連企業との協業資格とし，第 3 ステップでは損害保険業界等関

連業界の認証する資格とする等の諸活動を展開することにより，資格者の就業環境の開拓を目標

とした活動の推進に鋭意努力いたしたいと考えております。 
このことにつきましては「雷ニュース No.22」においてお願いいたしまして既に 30 名弱の皆

さんより支援金をいただいておりますが未だ 100 名に届いておりません。この機会に皆さんの

更なるご理解とご支援を再度お願いさせていただきました。 
各位のご賢察をいただき「100 人以上の資格者各位の一口 3,000 円／人」のご寄付を下記にい

ただき，私達の NPO に是非とも「認定 NPO」への道を開かせていただきますようお願いいた

します。 
 

敬具 
記 

（寄付金振込先） 
特定非営利活動法人（NPO）雷保護システム普及協会 
三菱東京 UFJ 銀行  銀座支店 店番 325    口座番号 4669147 
振込用カナ：トクヒ）カミナリホゴシステムフキュウ 

 
以上 
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雷に関する最近のトピックス 

 

地球温暖化と雷 
 

㈱フランクリン・ジャパン 気象業務部部長  原 祐司 
 

１．地球温暖化について 
 
気象庁は，昨年 12 月 24 日，2013

年の世界の年平均気温（速報値）が平

年を 0.2℃上回り，統計開始の 1891
年以降で 2 番目に高かったと発表し

ました（図 1）。ちなみに，日本の年

平均気温は平年の＋0.4℃で，統計開

始の 1898年以降で 8 番目の高さでし

た。昨年の 12 月以来，日本付近では

かなり寒い日が続いており，実感の湧

かない方もおられるかも知れません

が，地球は確実に温暖化しているようです。 
昨年 9 月 27 日に，IPCC（気候変動に

関する政府間パネル）の第 5 次評価報告

書の第１作業部会報告書要約が公表され

ました。その概要は，①1880～2012 年の間，世界の平均地上気温は 0.85℃上昇しており，最近

30 年の各 10年間の平均気温でみると，1850 年以降のどの 10 年間より高温となっている②1971
～2010 年において，上部海水温が上昇し，海面水位はほぼ確実に上昇している③これらにより，

グリーンランドや南極の氷は解け，氷河はほぼ世界中で縮小し続け，北極の海氷面積，北半球の

積雪面積は減少しているとしており，ここでも地球の温暖化が確実に進行していることを述べて

います。 
また，その要因として二酸化炭素などの温室効果ガス濃度の増加をあげています。即ち，地球

は太陽からの日射と，地球からの宇宙空間への放射との熱収支がバランスし，平均気温はほぼ

15℃と一定に保たれているのですが，二酸化炭素が増大したために，その温室効果により地球

から宇宙空間への放射が抑えられ，結果として地球の気温が上昇していると考えられています。 
そのほか，IPCC の報告では，いくつかのシナリオに基づいてシミュレーションした結果，2081

～2100 年の気温は 1986～2005 年に比べ，最大で 1.7～4.8℃上昇すると予想しており，海面水

位も最大 0.55～0.82ｍ上昇すると予想しています。これらに伴って，ほとんどの陸上で極端な

高温の頻度が増加し，中緯度の大陸のほとんどにおいて極端な降水がより強く，また頻繁に発生

する可能性が高いとしています。 
以上述べてきたように，地球が温暖化していることは確実のようですが，温暖化は地球全体で

一様ではありません。通常，気温の高い所はより高くなり，また降水量も一様に増えるのではな

図 1 世界の年平均気温偏差の経年変化(1891～2013) 
（1981～2010 年の 30 年平均値を基準とする） 
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く，狭いエリアに激しく降ることが多くなると予想されています。日本では，局地的かつ短時間

に集中して降る雨が増加しており，前述の予想された事象が既に現実となって現れており，これ

らによる災害も増加しています。「異常気象」が常態化してしまって，「異常」ではなくなってき

ていると考えます。最近の竜巻や豪雨など激しい現象を「極端気象」と呼ぶ専門家もいます。 
 

２．温暖化と雷 
  
それでは地球温暖化と雷の関係はどうなっているのでしょう。世界的な雷に関する資料は手元

にありませんので，日本の場合についてのみ述べます。温暖化と雷の関係について論じるには，

雷についてある程度長期にわたってその傾向

を調べる必要があります。そこで気象庁の全国

の気象官署で，観測者が目視によって観測した

雷日数の統計資料を用いることとします。雷日

数とは一日に 1 回でも雷を観測した場合を雷日

数としてカウントしたものです。 
全国各地の 20 地点について 1931 年以降の雷日

数の経年変化を調べてみました。全部は掲載できま

せんので，関東地方の内陸部で夏季において雷の

多い宇都宮と冬季に雷の多い日本海側の金沢のも

のを図 2 に示します。 
両地点とも年ごとの変化は大きくなっていますが，宇都宮の 1960 年代以降の微増傾向に対し

て，金沢では全体として明らかな増加傾向がみられます。新潟や秋田など日本海側の地点では金

沢と同様に顕著な増加傾向がみられましたが，そのほかの地点では微増または横ばいの所がほと

んどでした。 
さらに，秋田，新潟，金沢の月別雷日数を夏季（4 月～10 月）と冬季（11 月～翌 3 月）に分

図 2 宇都宮と金沢の雷日数の変化 

図 3 日本海側 3 地点の冬と夏の雷日数変化 
（上から秋田、新潟、金沢） 
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けてグラフで表したものを図 3 に示します。3 地点とも夏季はほとんど横ばい傾向に対して，冬

季の雷日数は増加していることが明らかです。 
日本海側における冬の雷は「冬季雷」といわれており，晩秋から冬季にかけて，シベリアから

の冷たい季節風が日本海を渡ってくる間に海面から熱と水分が補給され，雲が発達して海岸に近

づくころには積乱雲（雷雲）となり，沿岸部を中心に雨や雪とともに落雷をもたらします。 
一般に，雷雲の発生には，大気下層に十分な水蒸気があることと，これを上空に持ち上げる上

昇気流とそのきっかけが必要です。上昇気流は下層が暖かく上層が相対的に冷たい，いわゆる「大

気の状態が不安定」のとき生じやすく，その温度差が大きいほど強い上昇気流が生じます。持ち

上げられた水蒸気は雲の中で水滴となり，さらに冷やされて氷晶やあられが生成されます。これ

らがお互いにぶつかり合って電荷の分離が起こるとされ，やがて地上との間で電位差が生じ，空

気という絶縁体を突き破るほど大きな電荷が蓄積されたとき落雷となります。 
この日本海側における冬季の雷日数の増加

は，地球温暖化と直接結び付けることはでき

ませんが，ある程度の推測は可能です。 
図 4 は，日本近海における 2012 年までの約

100 年間の海域平均海面水温の変化を表した

ものです。日本海南部及び中部では，海面水

温が+1.26～+1.72℃上昇しており，海面水温

の高い状態が続いています。これは温暖化に

より，夏に暖められた海水面が秋から冬のは

じめ頃までなかなか冷めない状態になってい

るためと推測されます。また日本海沿岸に沿

うように対馬暖流も北上しています。このよ

うに日本海は雷雲の発生には好条件となって

おり，雷日数が増加している原因と考えられ

ます。 
雷の変化傾向をみるとき，落雷の数によっ

て論じることが理想です。しかし，LLS
等による全国的な雷観測の歴史は浅く，

資料はここ十数年分しかありません。年ごとの変化が大きいため，その傾向を述べるまでには至

っていないのが現状です。更なる継続観測が必要です。 
 
参考文献等 
(1) 気象庁：「報道発表資料（平成 25 年 12 月 24 日）」 
(2) 環境省：「報道発表資料（平成 25 年 9 月 27 日）」 
(3) 気象庁：「気象統計情報」 
(4) 増田善信：「異常気象学入門」，日刊工業新聞社(2010) 
(5) 吉田 弘：「日本列島における雷日数の地理的分布とその長期的傾向」,天気 vol.49,No.4 
 

 
ご意見・ご感想・ご希望・ご質問・住所変更などのご連絡は 
FAX：042-526-0838 又は，Ｅ-mail：info@lpsra.com まで，お願いします。 

〒190-0021 東京都立川市羽衣町 1-24-11-313 事務局担当：横田まで 
 

図 4 日本近海における海面水温の長期変化傾向 
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カミナリＱ＆Ａ 

 
電圧 
（V） 

時間（μs） 

雷サージ（高電圧）⇒機器損傷 

機器の耐電圧値 

雷サージ（低電圧）⇒機器は損傷せず 

保護協調が図られて
いる SPD の動作電圧
⇒機器は損傷せず 

0 

（500） 

保護協調が図られ
ていない SPDの動
作電圧⇒機器損傷 

 
 
 
Q：雷保護対策で避雷器を使用したいと思っています。色々な種類があり選定が難しそうです。

守りたい機器を保護するにはどのようにしたら良いのでしょうか？基本的な考え方を教えてく

ださい。 
 
A：2003 年から雷関連 JIS が改正・制定されてきています。従来，避雷器や保安器などと呼ば

れていたものは，SPD（Surge Protective Device：サージ防護デバイス）と呼ばれるようにな

ってきています。 

 施設近傍に落雷があり，電源線や通信線に雷サージ（雷による高電圧・電流）が侵入した場合，

機器が破損することがあります。機器には耐電圧があり，その壁（耐電圧）を超えなければ機器

は破損せず，壁（耐電圧）を超えれば機器が破損してしまいます。図 1 参照。 
 
 
 
 
 

図 1 雷サージと耐電圧の関係 
  
機器を保護するために設置するものが SPD となります。SPD には下記のような特性が要求さ

れます。 
・常時使用している電源や信号の電圧・電流に影響を与えない 

 ・過電圧（雷による高電圧）を十分低い電圧に抑制し，機器との保護協調を図る（機器の破損

を防ぐ） 
 ・推定される侵入雷電流を安全に流すことができる（十分な電流耐量を持っている） 
 ・過電圧により動作した後，自動的に復旧し，次の過電圧の侵入に備える特性を持つ 
 
 要求事項の中でも機器との保護協調を図ることが重要となってきます。 
図 2 を例にとって説明します。機器の耐電圧値が 500V とすると，この値より大きい雷サージが

印加されれば機器は破損し，

それより小さい雷サージは

印加されても機器は破損し

ません。SPD を設置しても

動作電圧・制限電圧が機器の

耐電圧より高い場合，機器は

保護されません。機器を保護

するためには，機器の耐電圧

より動作電圧・制限電圧が低

い保護協調が図られている

SPD を設置します。このよ

うに保護協調の観点から SPD を選定します。 
 SPD の選定についての基本的な考え方を説明しました。総合的に雷保護対策を実施する場合

には機器の耐電圧が不明の場合も多いので、雷保護対策メーカの専門家に相談してください。 

機器

壁
（耐電圧）

雷サージ
機器

耐電圧破壊耐電圧破壊
雷サージ

図 2 SPD と機器との保護協調の関係 
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平成 26 年度「雷保護システム技能者講習会」開催予定地 

 
平成 26 年度も引き続き「雷保護システム技能者技術講習会」を実施する予定です。

開催予定地は，東京都会場及び大阪会場以外は未定です。各地の開催予定は決定次第当

協会ホームページに詳細を発表いたします。 
本年度雷保護システム普及協会講習の内容は，前年度に引続き LPS（建築物の雷保護），

SPM（建築物内の電気及び電子システム保護）を基本に，雷保護（LP）のメンテナン

スに重きを置いた講習内容として，講習会を開催します。 
現行講習資料に用いているテキスト“雷保護システムの設計･施工・検査及び保守点検

の実務”は，作成・発行からすでに 8 年が経過し，掲載されている規格内容が改訂及び改

正されているものもあり，講習会においては，各担当の講師が変更箇所及び規格番号の

変更などを解説します（一部別紙にて配布）。 
また，前回の本ニュースで特集した，新雷規格 JIS Z 9290（IEC 62305 シリーズ）の

改訂作業がさらに進み，平成 26 年度の講習では一歩前進した新しい JIS の内容を含め

て，雷保護（LP）の普及講習を行っていきます。 
皆様のお知り合いで，総合雷保護システム技術に興味をお持ちの方がおられましたら

是非，ご紹介くださいますようお願いいたします。【お問合わせ先】  メール：

info@lpsra.com   TEL：042-526-0838（担当：横田）  
 

雷に関する出版物 

 
・著者：高橋 劭  
・発行所：東京大学出版会 
・定価：3,360 円(本体 3,200 円＋税) 
・271 頁 
・ISBN 978-4130627184 
・発売日：2009/11 
 
 雷はあらゆる自然現象のなかで，もっとも

不思議で美しいものです。 
雷雲中の電荷発生分離機構から研究の歴

史・雷被害やエネルギー利用・火山雷や火の

玉といった特殊な現象まで，雷のあれこれが

満載。雷雲の中の様相に興味がある方は是非

読んでみてください。 
 

ご意見・ご感想・ご希望・ご質問・住所変更などのご連絡は 
FAX：042-526-0838 又は，Ｅ-mail：info@lpsra.com まで，お願いします。 

〒190-0021 東京都立川市羽衣町 1-24-11-313 事務局担当：横田まで 
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 編集後記 

おめでとうございます。本年も宜しくお願いたします。皆様にとって，実り多き良き

一年でありますよう心からお祈り申し上げます。 
昨年末に業務推進委員会が開催されました。Y 理事長をはじめ業務推進委員会委員メ

ンバーも参加し，打ち合わせが行われました。 
色々なことが議論されましたが，「雷ニュース」の編集についても話題が・・・。「雷

ニュース」No.22 号の編集後記で編集長を持ち回り宣言した私。ところが，その打ち合

わせでは多数決で決めようという運び？強引な展開？となりました。投票参加委員は私

と S 理事，Y 業務推進委員副委員長。多数決の結果，持ち回り：1 票，引き続き前号の

編集長が行う：2 票となり，本年も私が編集長を行うことになりました。前号では高々

と声をあげて持ち回り宣言を行ったのですが・・・（泣）。今度は倍返しにしてやる！！

（笑） 
年末，年賀状を作成しているといつも思うのですが，時の経つのがはやい！今年もも

う終わってしまうなと・・・。小学生のころは暗くなるまで外で遊んで家に戻ってもま

だまだ時間があったような気がしました。就職してからですかね？年々時が経つのがは

やく感じてしまうのは・・・。 
2014 年も始まり，2011 年の東北地方太平洋沖地震の傷跡も徐々に癒えつつあります

が，まだまだです・・・。この傷跡をバネに日本全体が頑張って盛り上がっていけば良

いなと思う今日この頃です。また，雷業界を盛り上げるために，本年も雷保護の普及活

動に勤しみたいと思います！皆様ご協力の程宜しくお願いたします。〔H.I〕 
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